
 

 

３年次の推薦入試対策が本格化 

１０月に入り、大学の学校推薦型・総合型選抜の出願が始まりました。２学期中間考査も終わり、推薦入試に

向けた対策が本格的に始まっています。面接・小論文・集団討論など、それぞれの選考方法に合わせた指導を先

生方から受け、放課後遅くまで熱心に取り組んでいる生徒の姿を見かけます。学校推薦型・総合型選抜の受験で

は、その大学や学部でなければならない強い志望理由が必要です。また、基本的に受験までのスケジュールは自

分で組み立てていく必要があります。先生方のサポートを受けつつ、受験までに何をすべきか考えて主体的に動

いていきましょう。自身の進路実現に向け、しっかりと対策していきましょう。 

 

１、２年次のみなさんがするべきこと 
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１、２年次のみなさんも、自分が受験生になった時の

ことを想定し、自身の進路実現のために今できることを

見つけて取り組んでいきましょう。学校推薦型・総合型

選抜を視野に入れているのであれば、日頃の勉強はもち

ろん、探究活動や課外活動にも積極的に取り組みましょ

う。本校でも、様々なチャンスがあります。たとえば「総

合的な探究の時間」では、１年次で探究の基礎を学び、

２年次から様々な課題について本格的に調査活動や実践

報告をしています。また、定期的に開催している「The 

プロフェッショナル」では、外部から講師を招き進路講

演会を実施しています。視野を広げ、今のうちから色々

なことに挑戦し、充実した高校生活を送りましょう。自

分の好きなこと・興味のあることについて情報収集し、

深く考えた経験は、進路を考える上で必ず役に立つはず

です。 
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８月末に第２回進路希望調査を実施しました。どの年次も、第一志望が一番多かったのは国公立大学でしたが、４月に実施した

第１回から２年次・３年次については志望者が減少していました。自分の将来を考え、実現させるためにより良い選択ができるよ

う、視野を広げて様々な情報を集めましょう。進路希望が決まっている人は、進路実現のために必要なことに取り組んでいきまし

ょう。 

 

 まず、模試をただ受けて終わりになってはいませんか？受験後すぐに自己採点は実施していま

すが、日々の勉強や次の模試に追われ、それ以降振り返りをしていない人も多いのではないでし

ょうか。記憶が新しいうち（1週間以内）に復習することで自分の弱点や得意分野を把握し、今

後の具体的な学習方針を立てていきましょう。 

また、結果が返ってきたら判定や順位を見て一喜一憂するだけになっていていませんか？志望

校の判定は、「その時期にこのくらいの成績を取っていた先輩のうち○％が合格していた」とい

うもの。あくまで現時点での割合“模擬”試験での結果で、この判定で合否が決まることはあり

ませんので、楽観的にも悲観的にもならないようにしましょう。見返すべきなのは、得点率が低

いとされたところ、そして答案です。自分の弱点を知るためなのはもちろん、答えだけでなく記

述がどのように、どうして減点されているかを見直してみましょう。たくさん問題を解くことも

大切ですが、自分の記述・答案作成が正しいのか振り返ることもとても重要なことです。 

 以上のように、１つ１つの模試に丁寧に向き合い、最大限生かしていきましょう！！ 

１０月に入り、３年次は毎週のように様々な模擬試験が実施されています。1、２年次も来月１１月に模試を控

え、より一層勉強に励んでいることと思います。授業内容の確認の意味合いを持つ定期考査とは異なり、模試はこ

れまでに習ったことのほとんどが範囲となり実力が問われるものとなっています。だからこそ、どのように取り組

むかが大切になってきます。そこで、模試の活用方法について紹介していきます。 
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国公立大学志望比率 

 

 

1年次 

第 2回 70.4 % 

 

 

 

 

2年次 

第 1回 ６２.２ % 

第 2回 61.２ % 

 

 

 

 

3年次 

第 1回 59.1 % 

第 2回 55.1 % 

 

 

 


